
ミル トンの詩 の叙情性

植 木 敏

ロマ ン派 の詩 人 た ちの詩 と ミル トンの詩 とを比 較 してみ る と,両 者 の間 には なん らか の

相違 は あ ると して も,自 然 に対す る叙情,入 間に対す る叙情 とは何 らか の伝統 によ ってか

た く結 びつ け られ てい るので あろ う。① とい うの も ロマ ン派 の詩 人 たちは,ミ ル トンの詩,

特 に 「失 楽 園」 を これ らの多数 の詩 人 たちは,シ エクス ピアの詩 同様 に読ん でい たので あ

る。② そ もそ も,詩 入 は叙 情性 のみが 必要条件 で あろ うか。 いや,叙 情性 のみで詩 の創作

はその 目的 は達せ られ ないだ ろ う。想像 力 も必要 で あろ う。空想 も必 要で あろ う。象 徴主

義 もア レゴ リーその他 の詩 の技術 も必要 で あろ う。 そ うで あ るが,ま ず叙情性 が な くて は

な らない。 ここで 云 う叙情 性 とは詩人 自身が感 動や情緒 を韻文 形式で 主観的 に述べ る心 の

動流 的本質 であ る。 もと もとは,古 代 ギ リシヤか ら発生 して い るもので あ る。 この叙 情性

な るもの は,あ くまで詩人 の個人 的な感情 の直接 的 な表 出で な ければ な らない。敷術 すれ

ば,ど の詩 もただ一 つ の思 想,感 情,状 況 を扱 うこ とにな る。 テニ ソンの

"Break
,break,break,Andthestatelyshipsgoon"

とか,ブ レー クの
"Ti
ger,tiger,burningbright

Intheforestofthenight1"

の よ うな 純粋 な 感情 の 流 出も あ り,ワ ーヅ ワスのIntimationsQfImmortalityfrom

RecolleetionsofEarlyChildhoodの よ うな哲学 的思索 的な ものが あ り,そ の他 に宗教 的,恋

愛的,自 然的 な もの もあ りその種類 は多数 にのぼ り,ま た劇 や長詩 一叙事 詩 も含 めて一 の一

部 と して書 かれ た もの もあ り,こ こで論 述 しよ うとす るのは,後 者 に属す るもので ある。③

さて,こ の論 をす すめ るに あた って,自 然 と人 間 と二 元論 に区分 して書 くことは私 の本

意で はないが,便 宜上 この前 提の もとに考 えてみ る方が よい のでは ないだ ろ うか。

1667年 に「失 楽 園」を 出版 す る運 びに な ったが,16年 間 自然 を見 る ことが不可能 な状 況 に

あ ったが,い か に して「失楽 園」のなかで 自然の美 を描写 し得 たので あ るのか。 ミル トンは

すべ ての書籍 を通 じて見 た自然で あ る と批 評家 は云 ってい たが,こ の事実 は一 部 は真 実で

あ った と して も全面 的 にそ うで あ った とい うことに は賛 同 し得な いので あ る。 彼 の眼で は

観察で きなか った ので,想 像 力 と空 想 の助 けをか りて いた のは事実で あ った と して も,ワ

ー ヅ ワスのいわゆ る「心 眼」で あ って ,ミ ル トンの心 にはそ の都 度 のイギ リスの 自然 が鮮か

に焼 きつ け られて いたので あ ろ う。 そ の うえ に,幼 く して養 われて いた美 を追 求す る熱烈

な情熱 と感動が 彼 の成 功を 齎 した もので あろ う。T.ColeridgeのBiographicLiterariaの

第十 四章 のlnConsequencewehaveeyes,yetseenot,earsthathearnot,earsthat

hearnotandheartsthatneitherfeelnorunderstandと い う有名 な言葉が あ るが,

これか らも理解 がで き るで あ ろ う。 従 って ミル トンは た しか に健 全 な心 眼を もって いた よ

うに思 う。また ミル トンは詩作 の際 に常 に考えて いた のは調和 とい う精 神で あ った 。ミル ト

ンの描 いた 自然 は殆 ん ど全作 品 の随処 に見出 され るが,し か もこの 自然 には絵 画的 とまで
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いえ る立体 的な美が発 見で きるのであ る。ミル トンはこの上 に音 に対す る感覚,つ ま り音楽

的 に人 の心に訴 えなければ な らぬ とい った深 慮 さえ もってい たこ とが うか びあが って くる

ので ある。 つ ま り眼 よ りも耳 の方 が勝 って い るとい うこ とを知 って いた。 この方 が ミル ト

ンには好都 合で あ ったであ ろ う。 従 って そ うい った音へ の心労 を除 いては彼 の詩 の味読 は

不 自然で あろ う。その手 段 とはblankverseの 使用で あろ う。このblankverseの 使用が ロマ

ン派 詩人た ちに も大 い に影響 を与え た とい うことが云 い得 よ う。 そ もそ も想像 の詩 と情緒

の詩 とに分 けて 考え うる とすれ ば前者 は もっとも楽 しい イ メー ジを喚び お こす力で あ り,

与 え られた 事物 を刺 戟す る関心の力 によ ってお り,外 界 の自然 と親んで いたその根底 には

道 徳が存在 してお り,後 者 は記憶 と創作の力か らお こる感受性 か らといわれてい る。 ミル

トンの詩 は この よ うな二つの要素 か ら成 り立 ってい るよ うに思われ る。 すな わち想像 力 と

知 的道 徳情 を も っていた ことは 明かで あ る。 これはChaucer,ShakespeaareやSpenser

が ミル トンと同 じ伝統 的な共通性 を もって いたので はないか と思 う。19世 紀 ロマ ン派の詩

人た ちは詩 とは元来音 楽 と感情 の詩 で ある と考 えて いたが20世 紀 にな ると ロマ ン派 に属す

る詩 人た ちは ミル トンの思想へ 移 って い った とい う事実 か ら判断 して,も ともとロマ ン派

の詩 入た ちは ミル トンの音楽性 と叙情性 へ接近 して いた こ とが理 解 され るで あ ろう。

また他の問題 は といえ ば,た とえば ブ レー クと シェ リー とバ イ ロ ンが興味 を抱 いて いた

こ とがサ タ ンへ の関心事で あ った ことか らも想起で きよ う。従 って,ミ ル トンの詩が いか

にあ るべ きか とい う本質 的な問題 を無 視 して ミル トンの感情 に従 って い ったので あ る・

た とえば,「 失 楽 園」 第一 巻 において人間 の反逆 と人間 のおかれ た楽 園を そのために失

った ことを提示す る個所 の一 部において

.r

ThirGlorywithered.AswhenHeavensFire

Hathscath'dtheForrestOaks,orMountainPines,

Withsingedtoptheirstatelygrowththoughbare

StandsontheblastedHeath.Henowprepar'd

Tospeak;whereattheirdoubl'dRankstheybead

FromwingtoWing,andenclosehimround

WithallhisPeers:attentionheldthemmute.

Thriceheassayed,andthriceinspiteofscorn,

TearssuchasAngelsweep,burstforth:atlast

Wordsinterwovewithsighsfoundouttheirway.(P.L.1612-21)

は,人 間が犯 した過失 のた めに天使 たちは,天 を奪 われ永遠 の栄光 よ り投 げ出 されて も忠

実 に 立って い る姿は実 に悲 痛な まで に悲 しみの世界 を描 き出 してい るなかに天使 たちの苦

しみに耐 える叙 情の方法 を とって い る。 私は,次 の大前提1.ミ ル トンの自然 に対 す る描

写 か ら2.ミ ル トンの人間に対す る描写 か ら小 前提,即 ち これを敷術す れば,

(1)人 問 の心 の憧れ,つ まり現世 と人間の住むべ き世界,静 寂 な る世界

(2)人 間の叙 情 は自然の叙情 よ りも直接的 な世 界,劇 しい世界

(3)(1)と(2)と の混合 型

と分類 して 考えたいので あ る。 す ると,さ しあた り前掲の詩行 は(1)と(2)と の混合 型で あろ

う。 荒涼た る野 原において天 の火が焦が してい るなかに あって 人間の力 の弱 い ことで あろ

う。 また(1)に あ って は自然の叙情 は,
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AndallamidthemstoodtheTreeo£Life,

Higheminent,bloomingAmbrosialFruit

OfvegetableGold;andnexttoLife

OurDeaththeTreeofKnowledgefastby,

KnowledgeofGoodboughtdearbyknowingili.

SouthwardthroughEdenwentaRiverlarge,

Norchang'dhiscourse,butthroughshaggiehill

Pass'dunderneathingulft,forGodleasthrown

ThatMountainashisGardenmouldhighrais'd

Upontherapidcurrent,whichthroughveins

OfporousEarthwithKindythirstupdrawn,

RoseafreshFountain,andmanyarill

WatercdtheGarden;thencenunitedfell

Downthesteepglade,andmettheneatherFlood,

Whichfromhisdarksompassagenowappcars,

Andnowdividedintofourmainstreams,

Runsdivers,wanderingmanyafamousRealme.(P.L.N217-34}

自然 は静寂で あ り,平 和 であ ることが入間の心 を喜ばす ものであ るが,時 には悪 を もた ら

す こと もあ る。 言葉 を換えて云 うな らば,`severe'で あ ると同時 に`beabutifu1'で もあ る。

む しろ,「 失楽 園」 よ りも海 上で,死 んだ親友 を弔 む と同 時に当時 の腐敗 僧侶 の滅 亡を予

言 して い る 「リシダ ス」 において美の追求④ が完全で熱 烈で あ った よ うに思、う。Parker⑤

が美 に対 す る憧憬 と して は ミル トンが幼少 の頃 よ り恋愛詩 を読 み耽 って いた ことや,少 女

特 に美 しい少 女 に対す る憧憬 を抱 き一 目惚れを して しか も独特 な情熱を傾 けた こ とを書い

て いる。 その情熱 とは何か といえば`withsweetmisery'な ので あった。

ところが彼 の燃 した恋 はParkerの 語を借れば`literally'で あ り,す ぐsonnetと か

LatinVerseの 詩 型 によ って恋心 を公 け に した。 そ して,そ れを追憶 して密か に恋の焔を

もや し続 けた とい うことを書 いて い る。 とい うのは恋 には`good'と`virtue'が 伴 って く

るか らだ ろ うと云 って い る。

ミル トンは次 の よ うに自然の描写 を して い る。

OntothirblissfulBower;itwasaplace

Chos'nbythesovranPlanter.,whenhefram'd

AllthingstomansDelightfuluse;theroofe

Ofthickestcovertwasinwovenshade

LaurelandMirtle,andwhathighergrew

Offirmandfragrantleaf;oneitherside

Acanthus,andeachodorousbushieshrub

Fenc'duptheverdantwall;eachbeauteousflour.

Irisallhues,Roses,andGessamin

Rear'dhighthirflourishheadsbetween,aandWrought

Mosaic;underfoottheViolet,

Crocus,andHyacinthwithrichinlay
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Broiderdthegraund,{PLIV690-702)

にお いて 当時 イギ リスで は一般 に愛好 され ていた花 を並べて その場所を情熱 を含 めて 書 き

あげ る。 しか し,こ の平和 に して楽 しい生活 に も`Nowhadnightmeasur'dwithher

shaddowieCone'と い った影 が さ しこの楽 しい生活 か ら一転 して楽 園追放 とい暗示 を与え

てい る。 さてeveningに つ いて であ るが,

NowcamestillEveningon,AndTwilightgray

HadinhersoberLiverieallthingsclad;

Silenceaccompanied,forBeastandBird,

TheytothirgrassieCounch,thesetothirNests

Wereslunk,allbutthewakefulNightingale;

Sheallnightlongheramorousdescantsung;

Silencewaspleas'd:nowglow'dTheFirmament

WithlivingSaphirs:Hesperusthatled

ThestarieHost,rodebrightest,tilltheMoon

RisingincloudedMajestie,atlength

ApparentQueenunvaildherpeerlesslight,

Ando'rethedarkherSilverMantlethrew .(P.L.IV598-609)

において 夕暮の叙情 が我 々の顔 前に浮ぴ あが るので あ る。 第一巻 と比較 して み ると,全 く

の相違が認 め られ るのであ る。静 と動,相 反 す る二元的 な対照 に気 がつ くで あろ う。実 に

美 しく崇高 に して明 る く澄 み切 った リズムを伴 って我 々の心 に迫 って くる ものが ある。

また,タ 暮 の 描写 に して も 「コウマ ス」 において は,美 は 「自然の 自慢 の 作です」

(BeautyisnaturesCOyll)‐Cornus738一 とい ってい るが,自 然 に対す る心 の動 きには二

つの表現法 が発見で き るであ ろ う。一 つは静寂 で平和で あ る。 これ によ って ,調 和 の とれ

た美を浮上 させ る し,他 の一つ は実 に愉快 な気 分を もりたて る音楽 ともなる。

TheStarthatbidstheShepherdfold,

NowthetopofHeav'ndothhold,

AndthegildedCarofDay,

HisglowingAXiedothallay

InthesteepAtlantickstream,

AndtheslopeSunhisupwardbeam

ShootsagainsttheduskyPole,

PaciingtowardtheotherBole

OfhisChamherintheEast.

MeanwhilewelcomJoy,andFeast,

Midnightshout,andrevelry,

Tipsiedance,andJollity.(Comus93-1 .03)

夜の 自然は快楽 の場 と化 して い る。 ま さ しく静 に対 して動 と もい うべ き叙情 であ る。 こ

れ らの二 つの情景 は ミル トンが興 味を も ってい るタ暮 か ら夜 にかけての差異 が生 じる。 こ
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れほどの経過は 「時」にもふれている。このような描写はロマン派の詩人たちに大きな影

響を与えずにはおかない。 この夕暮の 「時」は神への感謝と敬虐の祈 りに適 した 「時」で
しじま

あ る。 また その よ うな意味 を示唆 して い る。 ナイデ イ ンゲ ール の鳴 き声 は沈黙 を伴 い楽 園

追 放 前には ア ダムと イヴは感 謝で い っぱ いで あ った。

andsweetthecomingon

OfgratefulEveningmilde,thensilentNight

WiththishersolemBirdandthisfairMoon,

AndthesetheGemmsofHeav'n,herStarrietrain.(P.L.IV646-9)

イヴは 自然 と渾然一 体 とな って快 よい陶酔 の境 地 に浸 って い る。 また,

ThusAdamtohimselflamentedloud

Throughthestillnight,notnow,aseremanfell,

Wholosomandcool,andmild,butwithblackAir

Accompanied,withdampsanddreadfullgloom.(P.L.X845-8)

この場合においては需や霧が立 ち込めている。 これは詩人 としては美を付与 してい こうと

いう試み以外なにものもない。 ここにも調和,均 衡の初志を貫徹 し,そ の最高の均衡美 と

して薄暮を好んでいる。夕暮は突然に我々に迫るものではない。灰色の夕暮,す べてのも
しじま

のは澄 み き ってい る。 そ して沈黙が なん とも云 えな く我 々の心 を喜 ば して くる。 こ こで ミ

ル トンは最 も完壁 な美の創造 を企で て い る。 彼 は この光景 に接 して興奮 を おぼえた ことで

あ ろ う。 と ころで,こ の夕 暮 には季 節 とか時間 の制限 は もちろん ないので あ る。 そ して こ

の薄暮 に対 して はchaosが 考え られ るが,こ のchaosに は神 に対 して感 謝 の念 も敬虐 の念 も

伴 わな い。 む ろん美 に対 して は醜 で ある。 次 に朝 だが,"Soallwascleard"(PLV136

--52)を 通 して は ミル トンの詩 と して は ,情 緒 の不安定 に気 付 くで あ ろ うが,彼 と して は

新 鮮で あ り純潔 で あ り,光 明 の象徴 とも解せ られ るが,神(創 造 主)を 崇め,祈 りを捧 げ

る心 の高 ま りを おぼえ る時で もあ り,こ こか ら流 れ 出 る 「ことば」 の流暢 さを駆使 して詩

入 は熱烈 な る美 を見出 そ うとす る。

また,朝 に おいては 自然 は若返 ったよ うに跳 ね まわ り,処 女 ら しい空想 を逞 し くして,

不規 律 のため に実 に心地 よ く,度 はずれ な 幸 福を注 いで くる時で もある。 また 「あず ま

や」 は 肉欲 的な愛 を意味す るこ ともあ り得 るか ら不規 律で もあ る。 また換言 すれ ば霊 的 な

愛 と肉欲的 な愛 と結 合す る時で もあ り,場 所 で もあ る。 神 か ら人 間に与 え られて い る一 つ

の経 験 であ って,罪 とか差恥 で もない ほど聖 な る時であ り,究 局 的に神 の意志 に合 致す る

とい った調 和的精 神 の発想 で もあ って 朝 を描 くに も我 々の描 く朝 では な く,感 覚 的 に捉 え,

美感 に訴 えて い る。恐怖 と驚愕 とは必ず しも明か とい うことでは ないが,自 然 につ いて は現

実 と超 自然 との区別を 立てて い る。建 築的美 の構 図を与 え るとい うよ りはむ しろ絵 画的美

と音 楽美 を追求 して い るよ うに見え る。 またその よ うに情熱 を意識 的で あ ろう と無 意識 的

で あ ろ うと激情 を流 出 して い る。 天 国 と地獄 の描写 につ いて も同 じよ うな ことが 云え るの

で はな か ろ うか。つ ま り情熱 的 と云 ったが,要 言す れば 心で描 きあげて い るので あ ろ う。

さて,人 間 に移 ろ う。 多 くの作 品 のなかで,最 も心を打 つ のは 「闘士サ ム ソ ン」 で あ
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る。 ペ リシテ人の圧政 か ら,イ ス ラエル を解放す るよ うに との使 命 をおびて生 れ,怪 力を

ふ る ってペ リシテ人 を悩 ま したサ ム ソ ンが,妻 に 口説か れて,怪 力 のあ ると ころを云 った

た めに敵 に捕 え られ え ぐりとられ た両 眼 を もって敵 地 ガザの獄舎 に 撃れ て石 臼を ひいてい

る。 逐 にペ リシテ入 は彼 に余 興を所 望 した。 こ こでサ ム ソンは大演 技場 の大黒柱 を 引 き抜

いて,崩 れ落 ちる屋根 の下 で ペ リシテ人 と 悲壮 な 死 を とげ るとい うのが この劇 の筋 で あ

る。 人 間の弱 さと盲 目とい う重荷 を負 って,自 分 の怪力 の絶対性 を信 じて,す べ て の快 楽

を奪 われ,入 間の耐 え られ ない詐欺,軽 蔑,虐 待に さ らされて い る。

Asinthelandofdarknessyetinlight,

Tolivealifehalfdead,alivingdeath,

Andburied;butOyetmoremiserable!

IVIyself,Sepulcher,amovingGrave.(S.A.99-101)

実に入間と して,逃 れることので きない窮地に追いや られた この闘士サムソンは上演 さ

れる劇 としてではな く,読 むべき劇詩 としての存在理由が認められている。サムソンの怪

力は神の賜であって妻の座を去って行 った女のみがこの秘密を知っているのだが これを敵

に内通 したために怪力 も効を失 ったのである。 もと夫婦だったこの二入の間には互に愛情

が憎悪に悪い意味において変っている。合唱隊はペ リシテの女一裏切者一を平静な句調で

叙情的に歌 うのである。

Thatsobedeckt,ornate,andgay,

Comesthiswaysailing

LikeastatelyShip

OfTarsus,boundforth'Isles

OfJavanorGadier

Withallherbraveryon,andtackletrim,

Sailsfill'd,andstreamerswaving,

Courtedbyallthewindsthatholdthemplay,

AnAmbersentofodorousperfume

Herharbinger,adamseltrainbehind;

SomerichPhilistianIiilatronshemayseem,

Andnowatnearerview,noothercertain

ThenDalilathywife.(S.A.712-24)

実 に美 しい詩 で あ る。 音楽 と も云 え る。 そ して もとの妻は執 拗 に男 の心 を もとに戻 そ う

と して,デ リラも貴 男を この よ うな状態 に したのは,心 の弱 さが あ った のだ,怪 力の秘密

を知 りたい ばか りにあ なたを苦境 に追 い込 め たのだ と詫 るのだ がサ ム ソ ンは女 王 をゆ る さ

ない デ リラがサ ム ソンに迫 って くる情熱 は全 く劇 しい,そ して この劇 しさは益 々度 を加 え

て くる。 これ と調子 を合せ て詩人 の情熱 は頂上 に達す る。

さて,「 失 楽 園」 の ア ダム とイ ヴに戻 して みよ う。

Thewordwasallbeforethem,wheretochoose
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ミル トン の 詩 の 叙 情 性

Thirplaceofrest,andProvidencethinguide:

ThroughEdentookthirsolitarieway.(P.L.XII646-9)

この最後詩 句に おいて,ミ ル トンは情熱 の烈 しさ もな く,心 痛 もな くアダム とイヴは神か

ら自由を得た とい う幸福感を諦観 が読者 に安堵感 を一 そ う強 固な もの とす る。 これ は映画

の最後 に もな るよ うな終末で あ る。詩人 の心 も実 に平穏 で あ る。

このよ うに考 えて くると,主 と して 自然 のみ を取 扱 って い るところで は叙 情 の手 法は静

かで あ り,人 間 のみを扱 ってい ると ころでは相 当感 情の起伏 が認め られ,二 つ の混合 型で

は平穏 あ るいは混 合度が感 じられ,コ ール リッジが云 うmeterとrhthmとblankverse

を利用 して,そ の場 その場 の美 を浮 き彫 りに した詩の創作 をみ る ことが で きる。
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